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錨毎度！脇会報楠密議善悪軽部洪

3烏
！定例会を

終えて

㊥㊥㊨ 
石山清和氏が退任： 
後任tこ村田清和氏 

在の政政主9　ま腕ににど 
感政策策に年村し的わ副を を策郡部企に田た存た市歴 ：三三十三：： 「∴∴：：三二 

フェイスブック：青山豊（yutakaaoyama）

4
年
度
の
一
般
会
計
補
正
予
算
案
（
第
1
2
号
・

第
1
3
号
）
　
を
そ
れ
ぞ
れ
可
決
し
ま
し
た
。

主
な
事
業
は
次
の
と
お
り
で
す
。

累
計
額
は
5
7
6
億
4
千
万
円
と
な
り
ま
す
。

☆
第
1
2
号
（
全
員
賛
成
）

●
道
路
等
除
排
雪
質

【
3
億
5
0
0
0
万
円
】

幹
線
道
路
・
生
活
道
路
等
の
除
排
雪
費
増
額

☆
第
1
3
号

（
賛
成
1
9
・
反
対
5
　
青
山
ゆ
た
か
は
賛
成
）

●
大
型
公
共
施
設
整
備
事
業

【
2
億
7
3
4
4
万
円
】

国
の
交
付
金
を
活
用
し
、
体
育
館
建
設
の

一
部
を
前
倒
し
で
実
施

●
児
童
福
祉
総
務
費
　
　
　
　
【
1
1
0
万
円
】

指
定
寄
付
に
よ
り
県
南
愛
児
園
に
卒
園
児

進
学
資
金
を
扶
助

●
保
育
対
策
総
合
支
援
事
業
　
【
3
3
2
万
円
】

保
育
所
等
送
迎
バ
ス
の
園
児
置
き
去
り
防

止
対
策

●
担
い
手
確
保
・
経
営
強
化
支
援
事
業

【
7
5
5
9
万
円
】

農
業
用
機
械
等
導
入
を
支
援

●
低
コ
ス
ト
技
術
等
導
入
支
援
事
業
【
4
0
1
万
円
】

低
コ
ス
ト
化
に
必
要
な
農
業
機
械
・
設
備

の
導
入
を
支
援

高
橋
大
市
長

の
悲
願
と
も
い

う
べ
き
大
型
公

共
施
設
の
建
設

が
事
実
上
決
ま

り
ま
し
た
。
議

会
と
市
当
局
の

議
論
は
国
か
ら

の
有
利
な
財
源
に
頼
る
た
め
、
か
な
り
タ

イ
ト
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
中
で
せ
ざ
る

を
得
な
い
状
況
と
な
り
ま
し
た
。
総
額

1
9
0
億
円
以
上
に
膨
れ
上
が
っ
た
事
業

費
に
よ
り
、
今
後
の
市
財
政
は
よ
り
厳
し

さ
を
増
す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
体
育
館
や

市
民
会
館
が
横
手
市
の
維
持
、
発
展
の
重

要
な
ツ
ー
ル
と
す
る
な
ら
ば
、
実
効
性
あ

る
運
営
計
画
を
作
成
し
、
官
民
一
体
で
責

任
感
あ
る
取
り
組
み
を
行
わ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

少
子
化
対
策
は
、
医
療
費
無
償
化
を
高

校
生
ま
で
拡
大
す
る
な
ど
の
子
育
て
支
援

策
が
当
初
予
算
に
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

一
定
の
評
価
を
す
る
一
方
、
国
か
ら
の
支

援
を
待
つ
姿

勢
　
（
答
弁
）

も
目
立
ち
、

危
機
感
の

ギ
ャ
ッ
プ
を
。

感
じ
ま
す
。
　
練

高
齢
者
福

祉
政
策
の
見

直
し
は
、
事

前
に
厚
生
常
任
委
員
会
協
議
会
等
で
の
侃
々

諾
々
の
議
論
を
経
て
の
も
の
で
す
。
真
に
高

齢
者
に
喜
ば
れ
る
適
切
な
事
業
執
行
を
期
待

し
ま
す
。一
般
会
計
当
初
予
算
の
修
正
可
決
は
、

議
会
が
単
な
る
追
認
機
関
で
は
な
い
こ
と

を
示
す
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
市
当
局
と

緊
張
感
の
あ
る
関
係
を
保
ち
な
が
ら
、
お

互
い
に
切
磋
琢
磨
し
市
民
福
祉
向
上
に
努

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

※
1
月
2
7
日
に
臨
時
会
が
開
催
さ
れ
、
道

路
等
除
排
雪
費
等
を
盛
り
込
ん
だ
4
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
案
　
（
第
日
号
）
　
を
全

員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。


